
【
質
問
】
全
国
的
な
不
漁
の

要
因
は
こ
れ
ま
で
の
乱
獲
や

温
暖
化
な
ど
が
一
致
し
た
見

解
だ
。
日
本
の
総
漁
獲
量
は

１
９
８
０
年
代
の
１
２
８
０

万
㌧
を
ピ
ー
ク
に
今
日
そ
の

３
分
の
１
の
４
３
０
万
㌧
ま

で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
国
連

海
洋
法
条
約
の
批
准
を
受
け

１
９
９
６
年
に
国
は
、
海
洋

生
物
資
源
の
保
全
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
を
施
行
し
た
。

が
、
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い

な
い
。
国
に
対
し
さ
ら
に
強

く
要
請
す
べ
き
だ
。

【
山
本
市
長
】
県
を
通
じ
て
、

ま
た
三
陸
沿
岸
都
市
会
議
で

も
直
接
国
に
要
望
し
て
い
る
。

【
質
問
】
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
漁

業
従
事
者
数
は
人
口
比
で
日

本
の
２
・
66
倍
で
あ
る
。
日

本
の
漁
家
の
平
均
年
間
所
得

は
２
５
１
万
円
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

は
５
８
０
万
円
か
ら
1
千
万

円
だ
。
こ
こ
で
は
漁
獲
の
総

量
規
制
（
船
別
割
当
）

と
漁
家
の
経
営
安
定

を
同
時
に
進
め
た
点

に
大
き
な
特
徴
が
あ

る
。
日
本
の
漁
獲
制

限
は
、
体
長
制
限
・

海
区
制
限
・
漁
期
制

限
・
漁
具
制
限
・
漁
獲
量
制

限
と
あ
る
。
し
か
し
農
水
大

臣
許
可
の
指
定
漁
業
が
あ
り
、

そ
の
多
く
は
大
手
水
産
会
社

が
行
っ
て
お
り
、
な
か
な
か

進
ん
で
い
な
い
。

【
山
本
市
長
】
漁
家
が
生
活

で
き
る
よ
う
資
源
確
保
・
保

全
が
必
要
だ
。
サ
ケ
の
遡
上

を
確
保
す
る
た
め
に
定
置
網

を
外
す
、
そ
の
分
を
国
は
補

填
す
る
な
ど
行
わ
れ
て
き
た
。

漁
船
漁
業
振
興
へ
い
っ
そ
う

の
支
援
策
を

【
質
問
】
平
成
24
年
度
か
ら

29
年
度
ま
で
の
６
年
間
、
魚

市
場
へ
の
揚
げ
量
は
大
船
渡

が
上
回
っ
て
い
る
。
そ
の
差

は
地
元
船
の
割
合
に
あ
る
。

大
船
渡
の
水
揚
げ
の
96
％
は

地
元
船
、
宮
古
の
そ
れ
は
64

％
で
あ
る
。
例
え
ば
３
漁
協

が
出
資
金
を
出
し
合
い
サ
ン

マ
船
を
新
造
す
る
こ
と
な
ど

は
検
討
に
値
す
る
と
思
う
。

【
山
本
市
長
】
魚
資
源
回
復

と
つ
く
り
育
て
る
漁
業
の
推

進
な
ど
不
可
欠
だ
。
船
を
新

造
す
る
の
も
制
限
が
あ
る
。

関
係
者
と
は
協
議
を
し
て
き

た
が
な
か
な
か
難
し
い
。

【
質
問
】
他
市
の
老
舗
の
水

産
加
工
会
社
が
49
億
円
の
負

債
を
抱
え
倒
産
し
た
。
ス
ル

メ
、
サ
ン
マ
、
サ
ケ
の
今
期

の
状
況
い
か
ん
で
は
危
機
的

状
況
が
拡
大
す
る
。
改
め
て

復
興
特
区
法
に
よ
る
固
定
資

産
税
の
免
除
の
再
延
期
、
ま

た
電
気
料
金
の
軽
減
な
ど
を

後
押
し
す
べ
き
だ
と
思
う
が

ど
う
か
。

【
山
本
市
長
】
市
は
復
興
特

区
制
度
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
電
気
料
に
つ
い
て
は
水

産
加
工
業
者
が
何
を
必
要
と

し
て
い
る
か
協
議
し
た
い
。

【
質
問
】
特
区
法
に
よ
る
固

定
資
産
税
免
除
企
業
は
68
社

で
そ
の
免
除
額
は
年
２
億
３

９
６
７
万
円
だ
。
し
か
も
免

除
期
限
が
切
れ
た
加
工
会
社

は
20
社
と
聞
く
（
水
産
加
工

業
協
同
組
合
加
盟
は
43
社
）
。

市
単
独
で
国
に
こ
の
支
援
制

度
の
延
期
と
拡
充
を
要
請
し

た
と
聞
く
が
。

【
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
】

固
定
資
産
税
減
収
分
の
国

の
補
て
ん
割
合
10
分
の
10
が

来
年
度
か
ら
４
分
の
３
に
な

る
。
そ
れ
を
何
と
か
元
の
通

り
に
し
て
欲
し
い
と
要
請
し

て
い
る
。

【
山
本
市
長
】
免
除
措
置
の

期
限
は
５
年
だ
。
こ
れ
が
打

ち
切
ら
れ
れ
ば
大
変
で
あ
る
。

仮
に
（
免
除
を
）
市
単
独
で

や
ろ
う
と
す
れ
ば
２
億
４
千

万
円
の
減
収
と
な
る
。
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皇
族
に
身
を

置
く
方
の
結
婚

問
題
で
相
手
方
（
民

間
人
）
と
の
婚
約

時
期
に
つ
い
て
２
０
１
９
年

な
ど
と
記
者
会
見
で
の
発
言

が
話
題
▼
衝
撃
を
受
け
た
の

は
日
本
を
戦
前
の
体
制
に
戻

そ
う
と
す
る
人
々
。
皇
族
自

身
が
「
平
成
」
と
言
う
元
号

で
は
な
く
西
暦
を
使
っ
た
た

め
。
来
年
の
事
を
言
え
ば
鬼

も
笑
う
と
か
▼
今
年
も
残
り

３
分
の
１
で
は
鬼
が
笑
う
心

配
は
な
く
、
世
間
は
新
元
号

に
関
心
が
集
ま
る
。
来
年
７

月
は
参
院
選
挙
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
庶
民
は
泣
か
さ
れ
っ

ぱ
な
し
。
10
月
か
ら
消
費
税

は
10
％
▼
来
年
は
皇
位
継
承

の
年
。「
平
成
」
は
使
え
ず
、

冒
頭
の
皇
族
発
言
は
正
し
い

事
に
な
る
。
正
し
く
な
い
の

は
今
の
国
会
。
膨
大
な
死
に

票
が
前
提
の
選
挙
制
度
が
原

因
▼
選
挙
は
得
票
数
に
応
じ

た
議
席
数
が
正
し
く
制
度
の

欠
陥
を
広
げ
る
野
党
乱
立
も

喝
！
原
発
ゼ
ロ
、
戦
争
法
廃

止
、
消
費
増
税
中
止
な
ど
共

通
政
策
で
勝
利
し
庶
民
に
笑

顔
を
取
り
戻
す
。

2018.9.23

１５８０号

日本共産党
宮古地区委員会
市内宮町4-6-49
電話62-5808
FAX 62-3897

水
産
加
工
業
の
危
機
的
な
状
況
打
開
を

９
月
19
日
（
水
）
、
一
般
質
問
二
日
目
の
ト
ッ
プ
に
落
合
久
三
議
員
は
、
宮

古
魚
市
場
水
揚
げ
増
対
策
、
水
産
加
工
業
の
危
機
的
状
況
打
開
策
、
宮
蘭
フ
ェ

リ
ー
就
航
に
関
し
山
本
市
長
を
質
し
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

フェリー運航実績をど

うとらえているか

【質問】川崎近海汽船

からこの間の運行実績

は示されていないが、

市長はどうとらえてい

るか。

【山本市長】川崎汽船

は具体的は数字は公表

していない。旅客は見

込みを上回っているが、

貨物は見込みを下回る

と伺っている。年間を

通した利用状況を注視

していく。

埠頭に滞在型に役立つ

複合施設整備を

【質問】宮古に降りたっ

た観光客が「クレーン

は元気に動いているが、

他には何にもない場所

なんですね」と落胆の

声をあげている。

茨城県大洗町（人口

２万人）もフェリーが

首肯しているが観光客

入込数は年間434万人

だ。

県と協議し観光客と

市民がつどい、賑わい

を創出するよう食堂、

特産品販売、産直コー

ナー、理髪・美容院、

サケの一生展示コーナー

などを備えた複合施設

をせめて三陸道路完成

までに整備すべきだ。

【山本市長】上下船客

の玄関口となる宮古港

フェリーターミナルビ

ルの機能充実に取り組

む。

【質問】ターミナルビ

ルの機能充実とは何か。

【産業振興部長】快適

な食堂、トラックが夜

着た時の休憩所、トイ

レ使用ができるように

するなど。

【質問】これだけでは

だめだ。

落合議員

漁火

宮蘭フェ
リー就航

落 合 久 三 市 議


